
〔
一
審
判
決
〕

平
成
一
人
年
四
月
二
一
日

横
浜
地
方
裁
判
所

罰
金
二
〇
万
円

(業
務
上
過
失
致
死
罪
)

〔二
審
判
決
〕

平
成
一
九
年
一
月
一
一
日

東
京
高
等
裁
判
所

被
告
無
罪

(確
定
)

は
じ
め
に

本
件
は
、
ト
ン
ネ
ル
入
口
に
あ
る
高
さ
制
限
バ
ー
に
車

両
の
積
載
物
が
衝
突
し
た
結
果
、当
該
積
載
物
が
落
下
し
、

積
載
物
の
下
敷
き
と
な
っ
た
歩
行
者
が
死
亡
し
た
事
故
に

つ
い
て
、
道
路
管
理
職
員
が
過
去
に
同
様
の
事
故
が
起
き

て
い
た
こ
と
を
知
り
な
が
ら
、
当
該
高
さ
制
限
バ
ー
の
付

け
替
え
を
行
わ
な
か
っ
た
こ
と

(不
作
為
)
が
、
業
務
上

過
失
致
死
罪
に
該
当
す
る
か
否
か
が
問
わ
れ
た
事
例
で
あ

る
0

第
一
審
で
は
、
道
路
管
理
職
員
に
結
果
回
避
義
務
を
尽

く
さ
な
か
っ
た
過
失
が
あ
る
と
し
て
業
務
上
過
失
致
死
罪

に
該
当
す
る
と
し
た
が
、
第
二
審
で
は
、
当
該
職
員
に
は

業
務
上
の
注
音
室
我
務
は
な
い
と
し
て
鉦
曲
非
と
な
っ
て
い

る
。裁

判
所
の
判
断
が
第
一
審
と
第
二
審
で
異
な
っ
た
背
景

に
は
、
本
件
高
さ
制
限
バ
ー
に
係
る

｢通
常
有
す
べ
き
安

全
性
｣
の
検
討
を
行
っ
た
か
否
か
が
影
響
し
て
い
る
も
の

と
考
え
ら
れ
る
。
以
下
で
は
、
そ
の
詳
細
を
紹
介
す
る
こ

と
と
し
た
い
。

一

事
案
の
概
嚢
篝

横
浜
市
道
の
某
ト
ン
ネ
ル

(以
下

｢本
件
ト
ン
ネ
ル
｣

と
い
う
。
)
に
お
い
て
、
平
成

一
六
年

三

月
三
〇
日
、

荷
台
に
掘
削
機
を
積
載
し
た
普
通
貨
物
自
動
車
が
本
件
ト

ン
ネ
ル
西
側
入
口
か
ら
進
入
し
よ
う
と
し
た
際
、
当
該
掘

削
機
が
入
口
に
設
置
さ
れ
て
い
た
高
さ
制
限
バ
ー

(以

下

｢本
件
高
さ
制
限
バ
ー
｣
と
い
う
。)
に
接
触
し
、
荷

台
か
ら
左
側
に
転
落
し
て
本
件
ト
ン
ネ
ル
の
左
側
に
あ

る
歩
道
に
落
下
し
、
同
所
を
歩
い
て
い
た
歩
行
者
を
下

敷
き
に
し
た
。
そ
の
結
果
、
歩
行
者
は
、
搬
送
先
の
病

院
で
死
亡
し
た
。

本
件
は
、
横
浜
市
の
職
員
で
あ
り
、
本
件
ト
ン
ネ
ル

を
管
轄
す
る
事
務
所

(以
下

｢事
務
所
｣
と
い
う
。)
に

お
い
て
道
路
及
び
道
路
の
安
全
施
設
の
改
良
、
修
繕
な

ど
に
係
る
工
事
の
設
計
並
び
に
施
工
の
職
務
を
行
う
ほ

か
、
陳
情
の
対
応
者
で
も
あ
っ
た
被
告
が
、
平
成

一
五

年
に
発
生
し
た
同
様
の
事
故
を
知
り
、
ま
た
、
本
件
高

さ
制
限
バ
ー
の
危
険
性
に
つ
い
て
の
陳
情
を
受
け
て
い

な
が
ら
、
本
件
高
さ
制
限
バ
ー
の
付
け
替
え
工
事
を
行

わ
な
か
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
業
務
上
過
失
致
死
罪
に

該
当
す
る
か
否
か
が
問
わ
れ
た
事
件
で
あ
る

(普
通
貨

道
路
管
理
職
員
の
不
作
為
が
業
務
比
過
失
轢
死
罪
に

護
当
す
る
か
否
か
が
問
わ
れ
た
事
例

道
路
局
道
路
交
通
管
理
課

青
柳

敬
直

道"〒セ 20075 53



物
自
動
車
の
運
転
者
は
、
業
務
上
過
失
致
死
罪
に
よ
り
、

は
、
工
事
監
督
員
が
一
名
ず
つ
定
め
ら
れ
、
道
路
係

な
っ
て
い
る
た
め
、
本
件
高
さ
制
限
バ
ー
が
設
置
さ

平
成
一
七
年
二
月
二
五
日
、
禁
錮
二
年
(執
行
猶
予
五
年
)

の
職
員
が
輪
番
で
担
当
し
て
い
た
。

れ
る
ま
で
は
、
西
側
入
口
か
ら
進
入
し
た
ト
ラ
ッ
ク

の
刑
の
言
渡
し
を
受
け
て
い
る
)。

三

事
実
関
係

1

被
告
人
の
地
位
、
職
務
内
容
等

ア

被
告
人
は
、
平
成
一
四
年
四
月
か
ら
横
浜
市
の
事

務
所
道
路
係
員
と
し
て
勤
務
し
て
い
た
。

イ

被
告
人
は
、
事
務
所
に
お
い
て
、
陳
情
処
理
担
当

者
の
任
に
就
い
て
い
た
。

ウ

陳
情
処
理
担
当
者
は
、
陳
情
を
検
討
し
た
結
果
、

業
者
に
工
事
を
実
施
さ
せ
る
の
が
相
当
と
判
断
し
た

場
合
、
通
常
は
管
内
一
円
工
事

(道
路
等
に
損
傷
等

が
生
じ
た
際
に
迅
速
に
復
旧
を
行
う
た
め
、
管
理
区

域
内
一
円
を
対
象
と
し
て
、
頻
繁
に
起
き
る
損
傷
等

に
対
応
す
る
復
旧
工
種
と
数
量
等
を
想
定
し
て
入
札

に
か
け
、
施
工
業
者
と
あ
ら
か
じ
め
工
事
請
負
契
約

を
締
結
し
て
お
き
、
損
傷
等
が
生
じ
た
場
合
に
は
、

契
約
業
者
に
指
示
を
出
し
て
行
う
工
事
。)
で
対
応

し
た
。
ま
た
、
陳
情
処
理
担
当
者
が
一
本
工
事

(特

定
の
工
事
を
個
別
の
入
札
に
か
け
、発
注
す
る
工
事
)

で
対
応
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
判
断
し
た
場
合

に
は
、
経
費
の
捻
出
が
で
き
れ
ば
一
本
工
事
を
実
施

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。

平
成
一
五
年
度
及
び
平
成
エ
ハ年
度
の
管
内
一
円

工
事
は
、
一
二
単
位
に
分
か
れ
て
お
り
、
各
単
位
に

2

本
件
ト
ン
ネ
ル
及
び
そ
の
付
近
の
状
況

ア

本
件
ト
ン
ネ
ル
は
、
国
道
と
市
道
を
交
差
さ
せ
る

た
め
に
、
国
道
の
下
に
設
置
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

本
件
ト
ン
ネ
ル
内
に
は
、
ト
ン
ネ
ル
西
側
入
口
か
ら

見
て
左
側
路
肩
に
路
面
が
若
干
高
く
な
っ
た
歩
道
状

の
も
の

(以
下

｢歩
道
｣
と
い
う
。)
が
あ
り
、
歩

道
と
市
道
の
間
に
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
は
設
置
さ
れ
て
い

な
い
。
最
高
速
度
は
四
〇
如
/
h
と
指
定
さ
れ
て
い

た
ほ
か
、
高
さ
制
限
二
･
八
m
の
交
通
規
制
が
設
定

さ
れ
て
い
た
。

イ

本
件
ト
ン
ネ
ル
付
近
は
市
街
地
で
、
沿
道
に
は
一

般
民
家
が
連
立
し
、
民
家
の
密
集
す
る
地
域
で
あ
っ

た
。
本
件
ト
ン
ネ
ル
を
通
る
市
道
は
、
付
近
住
民
の

生
活
道
路
と
し
て
利
用
さ
れ
て
お
り
、
近
隣
の
小
中

学
校
や
高
等
学
校
の
通
学
路
に
も
な
っ
て
い
た
。
そ

の
一
方
で
、
本
件
ト
ン
ネ
ル
は
、
付
近
の
幹
線
道
路

の
混
雑
を
避
け
よ
う
と
す
る
自
動
車
が
通
行
す
る
、

い
わ
ゆ
る
抜
け
道
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
と
い
う

実
態
も
あ
っ
た
。

3

本
件
高
さ
制
限
バ
ー
設
置
の
経
緯
及
び
設
置
状
況
等

ア

本
件
ト
ン
ネ
ル
は
、
西
側
入
口
か
ら
東
側
入
口
に

向
か
う
に
つ
れ
て
徐
々
に
天
井
が
低
く
な
る
構
造
と

れ
る
ま
で
は
、
西
側
入
口
か
ら
進
入
し
た
ト
ラ
ッ
ク

等
が
ト
ン
ネ
ル
内
で
天
井
に
つ
か
え
て
立
ち
往
生
し

て
交
通
に
支
障
を
生
じ
さ
せ
る
と
い
う
事
故
が
度
々

発
生
し
、本
件
ト
ン
ネ
ル
を
管
轄
す
る
事
務
所
に
は
、

地
元
住
民
や
警
察
か
ら
事
故
対
策
を
求
め
る
旨
の
陳

情
等
が
寄
せ
ら
れ
て
い
た
。
そ
こ
で
、
同
事
務
所
は
、

平
成
一
〇
年
こ
ろ
、
本
件
高
さ
制
限
バ
ー
を
設
置
し

た
。

イ

本
件
高
さ
制
限
バ
ー
は
、
車
両
運
転
者
に
高
さ
制

限
を
視
覚
的
に
示
す
と
と
も
に
、
高
さ
制
限
を
超
え

る
車
両
が
本
件
ト
ン
ネ
ル
内
に
進
入
す
る
の
を
物
理

的
に
防
ぎ
、
車
両
を
徐
行
、
停
止
さ
せ
る
こ
と
を
ね

ら
っ
て
設
置
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

本
件
高
さ
制
限
バ
ー
は
、
長
さ
約
二
･
八
m
、
幅

約
一
二
･
五
皿
の
H
型
鋼
を
本
件
ト
ン
ネ
ル
西
側
入

口
上
部
に
水
平
に
わ
た
し
、
そ
の
両
端
を
ト
ン
ネ
ル

の
擁
壁
に
ボ
ル
ト
で
固
定
す
る
方
法
に
よ
り
据
え
付

け
ら
れ
た
も
の
で
、
市
道
路
面
か
ら
本
件
高
さ
制
限

バ
ー
下
部
ま
で
の
高
さ
は
約
二
･
九
m
で
あ

っ
た
。

そ
し
て
、
本
件
ト
ン
ネ
ル
が
国
道
の
下
を
斜
め
に
通

り
抜
け
て
い
る
た
め
、
本
件
高
さ
制
限
バ
ー
は
、
西

うnnワ

側
入
口
に
向
か
っ
て
右
端
を
手
前
、
左
端
を
奥
に
し

て
、
市
道
上
を
斜
め
に
横
切
る
状
態

(右
車
道
外
側

線
に
対
し
、
約
二
七
度
の
角
度
。
な
お
、
本
件
ト
ン

ネ
ル
に
西
側
入
口
か
ら
進
入
す
る
車
両
の
進
行
方
法



は
、
右
車
道
外
側
線
と
ほ
ぼ
平
行
と
な
る
。)
に
な

人
は
、
道
路
設
備
の
損
傷
の
有
無
等
を
確
認
す
る
た

っ
て
い
た
。

本
件
高
さ
制
限
バ
ー
は
、
目
立
つ
よ
う
に
、
赤
色

と
白
色
の
し
ま
模
様
で
塗
ら
れ
、
そ
の
上
辺
に
は
、

白
地
に
赤
色
の
文
字
で
｢頭
上
注
意
桁
下
二
･
八
M
｣

と
書
か
れ
た
金
属
製
看
板
が
取
り
付
け
ら
れ
て
い

た
。
ま
た
、
本
件
当
時
、
本
件
ト
ン
ネ
ル
西
側
入
口

の
上
部
壁
面
に
は
、
高
さ
制
限
二
･
八
m
で
あ
る
旨

を
示
す
道
路
標
識
が
取
り
付
け
ら
れ
、
同
入
口
の
左

側
に
は

｢危
険

ト
ン
ネ
ル
内
徐
行
運
転
｣
と
書
か

れ
た
看
板
が
、
そ
れ
ぞ
れ
取
り
付
け
ら
れ
て
い
た
。

さ
ら
に
、
上
記
入
口
の
手
前
約

一
三
0
m
の
地
点

(同
地
点
か
ら
上
記
入
口
ま
で
の
間
に
脇
道
は
な

い
。)
に
、
一
三
0
m
先
で
高
さ
制
限
二
･
八
m
の

交
通
規
制
が
あ
る
旨
を
示
す
交
通
標
識
が
設
置
さ
れ

て
い
た
。

4

被
告
人
が
本
件
高
さ
制
限
バ
ー
の
改
良
を
求
め
る

陳
情
を
受
け
た
状
況
等

平
成
一
五
年
八
月
二
一
日
、
本
件
ト
ン
ネ
ル
に
西

側
入
口
か
ら
進
入
し
よ
う
と
し
た
普
通
貨
物
自
動
車

が
、
荷
台
に
積
載
し
た
小
型
掘
削
機
の
上
部
を
本
件

高
さ
制
限
バ
ー
に
衝
突
さ
せ
、
車
体
全
体
が
左
に
傾

い
て
ト
ン
ネ
ル
左
側
の
壁
に
倒
れ
か
か
っ
た
状
態
に

な
り
、
動
け
な
く
な
る
と
い
う
事
故
が
発
生
し
た
。

同
日
、
こ
の
事
故
発
生
の
知
ら
せ
を
受
け
た
被
告

め
、
本
件
ト
ン
ネ
ル
に
赴
い
た
。
そ
の
際
、
事
故
現

場
に
い
た
付
近
住
民
か
ら

｢本
件
高
さ
制
限
バ
ー
が

道
路
に
対
し
て
斜
め
に
設
置
さ
れ
て
い
る
た
め
に
、

衝
突
し
た
と
き
に
歩
行
者
通
行
側
に
倒
れ
る
。
歩
行

者
が
犠
牲
に
な
っ
た
ら
土
木
の
責
任
だ
。
何
ら
か
の

対
応
を
望
む
。｣
旨
を
強
い
調
子
で
訴
え
ら
れ
た
。

イ

同
年
九
月
五
日
、
本
件
ト
ン
ネ
ル
に
西
側
入
口
か

ら
進
入
し
よ
う
と
し
た
普
通
貨
物
自
動
車
が
本
件
高

さ
制
限
バ
ー
に
衝
突
し
、
左
側
に
傾
い
て
ト
ン
ネ
ル

左
側
の
壁
に
倒
れ
か
か
っ
た
状
態
に
な
り
、
動
け
な

く
な
る
と
い
う
事
故
が
発
生
し
た
。

同
日
、
こ
の
事
故
発
生
の
知
ら
せ
を
受
け
た
被
告

人
は
、
同
年
八
月
の
事
故
と
同
様
、
本
件
ト
ン
ネ
ル

に
赴
い
た
。
事
務
所
に
戻
っ
た
被
告
人
は
、
付
近
住

民
か
ら
電
話
で
、
｢本
件
高
さ
制
限
バ
ー
が
道
路
に

対
し
て
斜
め
に
設
置
さ
れ
て
い
る
の
を
道
路
に
直
交

す
る
よ
う
に
早
急
に
対
応
し
て
ほ
し
い
。｣
旨
の
訴

え
を
受
け
た
。

ウ

と
こ
ろ
で
、
所
轄
警
察
署
で
保
管
さ
れ
て
い
た
物

件
事
故
報
告
書
に
は
、
平
成
一
二
年
一
月
一
日
か
ら

平
成
ニ
ハ年
三

月
三
〇
日
ま
で
の
間
に
、
本
件
高

さ
制
限
バ
ー
に
自
動
車
が
衝
突
す
る
事
故
と
し
て
、

前
述
ア
、
イ
の
事
故
の
ほ
か
に
平
成
一
二
年
六
月
、

平
成
一
五
年
六
月
、
平
成
一
六
年
七
月
に
各

一
件
、

合
計
五
件
が
記
載
さ
れ
て
い
た
。

5

本
件
高
さ
制
限
バ
ー
に
関
す
る
陳
情
へ
の

被
告
人
の
対
応
等

ア

被
告
人
は
、
前
述
4
の
付
近
住
民
か
ら
の
訴
え
に

つ
い
て
、
い
ず
れ
の
事
故
に
つ
い
て
も
、
現
場
を
見

分
し
た
当
日
な
い
し
翌
日
に
、
上
司
に
各
陳
情
の
内

容
等
を
報
告
し
た
。
そ
の
こ
ろ
、
上
司
か
ら
、
本
件

高
さ
制
限
バ
ー
の
改
良
工
事
の
見
積
り
を
と
る
よ
う

に
指
示
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
被
告
人
は
、
鉄
鋼
業
者

に
見
積
り
を
依
頼
し
た
と
こ
ろ
、
改
良
工
事
の
費
用

は
、
経
費
を
含
め
て
二
三
五
万
円
で
あ
る
旨
の
見
積

書
が
業
者
か
ら
提
出
さ
れ
た
。
被
告
人
が
こ
の
見
積

り
結
果
を
上
司
に
報
告
し
た
と
こ
ろ
、
上
司
は
、
工

事
費
用
が
か
な
り
高
い
と
い
う
感
想
を
述
べ
た
も
の

の
、
最
終
的
に
は
、
管
内
一
円
工
事
に
よ
る
改
良
工

事
で
処
理
す
る
よ
う
指
示
し
、
被
告
人
も
こ
れ
に
異

論
は
述
べ
な
か
っ
た
。

し
か
し
、
こ
の
改
良
工
事
は
、
管
内
一
円
工
事
で

行
う
通
常
の
工
事
と
対
比
す
る
と
、
費
用
が
か
な
り

高
額
で
あ
る
上
、
工
種
も
鉄
鋼
工
事
を
含
む
例
外
的

な
も
の
で
あ
っ
た
た
め
、
被
告
人
は
、
業
者
へ
の
依

頼
が
困
難
な
工
事
で
あ
る
と
考
え
た
。
す
な
わ
ち
、

管
内
一
円
工
事
の
落
札
業
者
に
は
、
工
種
と
し
て
想

定
さ
れ
て
い
な
い
鉄
鋼
工
事
を
自
ら
施
工
で
き
な
い

業
者
が
多
い
た
め
、
そ
の
よ
う
な
業
者
に
こ
の
種
の

工
事
を
指
示
す
れ
ば
、
外
注
に
出
す
ほ
か
な
く
採
算

が
と
れ
な
い
と
し
て
難
色
を
示
し
た
り
、
苦
情
を
言



わ
れ
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
予
測
し
た
も
の
で
あ
る
。

そ
う
し
た
事
情
か
ら
、
被
告
人
は
、
上
司
が
被
告
人

以
外
の
工
事
監
督
員
に
改
良
工
事
の
組
入
れ
を
指
示

す
る
こ
と
を
期
待
し
た
が
、
上
司
は
そ
の
よ
う
な
指

示
を
し
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
被
告
人
は
、
本
件
高

さ
制
限
バ
ー
の
改
良
工
事
を
自
ら
又
は
他
の
工
事
監

督
員
を
通
じ
て
業
者
に
指
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く

な
っ
た
。

イ

被
告
人
は
、
本
件
事
故
が
発
生
す
る
ま
で
、
本
件

高
さ
制
限
バ
ー
の
改
良
工
事
を
自
ら
又
は
他
の
工
事

監
督
員
を
通
じ
て
業
者
に
指
示
す
る
こ
と
は
な
く
、

陳
情
処
理
の
進
捗
状
況
等
を
上
司
に
報
告
あ
る
い
は

相
談
す
る
こ
と
も
な
か
っ
た
。

三

争
点

以
下
の
点
が
争
点
と
さ
れ
た
。

①

本
件
道
路
が
直
ち
に
工
事
を
実
施
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
程
度
に
危
険
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
、
そ
の
点

に
つ
い
て
の
被
告
人
の
認
識
は
ど
う
で
あ
っ
た
か

②

被
告
人
は
、
直
ち
に
本
件
高
さ
制
限
バ
ー
を
改
良

す
る
工
事
を
実
施
す
る
た
め
の
方
策
を
講
じ
て
、
同

所
に
お
け
る
人
身
事
故
の
発
生
を
未
然
に
防
止
す
べ

き
業
務
上
の
注
意
義
務
を
負
っ
て
い
た
か
ど
う
か

③

被
告
人
は
、
結
果
回
避
義
務
を
尽
く
し
て
い
た
と

い
え
る
か
ど
う
か

四

第
一審
(地
裁
)
の
判
断

第
一
審
は
概
ね
次
の
と
お
り
判
示
し
、
被
告
人
に
は
、

本
件
事
故
に
つ
い
て
過
失
が
あ
る
と
認
定
し
た
。

ー

争
点
①
に
つ
い
て

本
件
高
さ
制
限
バ
ー
は
、
車
道
外
測
線
に
対
し
斜
め
に

取
り
付
け
ら
れ
て
い
た
た
め
、
本
件
ト
ン
ネ
ル
に
西
側
入

口
か
ら
進
入
す
る
高
さ
制
限
を
超
え
た
車
両
や
積
載
物
が

本
件
高
さ
制
限
バ
ー
に
衝
突
す
る
と
、
車
体
が
左
側
に
傾

い
て
、
積
載
物
が
転
落
す
る
な
ど
し
て
、
本
件
ト
ン
ネ
ル

左
側
に
設
置
さ
れ
た
歩
道
上
の
歩
行
者
の
生
命
、
身
体
に

危
険
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
平
成
一
五

年
八
月
二
一
日
及
び
同
年
九
月
五
日
、
本
件
高
さ
制
限
バ

ー
に
衝
突
し
た
貨
物
自
動
車
が
左
側
に
傾
い
て
停
止
す
る

事
故
が
連
続
し
て
発
生
し
た
が
、
そ
の
際
、
被
告
人
は
、

付
近
住
民
か
ら
本
件
高
さ
制
限
バ
ー
の
取
付
け
角
度
を
変

え
る
な
ど
何
ら
か
の
対
応
を
と
る
よ
う
に
陳
情
を
受
け
る

と
と
も
に
、
現
場
で
こ
れ
ら
の
事
故
の
状
況
を
確
認
す
る

な
ど
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
本
件
高
さ
制
限
バ
ー
を
そ
の

ま
ま
放
置
す
れ
ば
、
上
記
の
と
お
り
本
件
ト
ン
ネ
ル
左
側

に
設
置
さ
れ
た
歩
道
上
の
歩
行
者
の
生
命
、
身
体
に
危
険

を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
を
容
易
に
予
見
す
る
こ
と

が
で
き
、
実
際
に
そ
の
お
そ
れ
を
予
見
し
て
い
た
。

2

争
点
②
に
つ
い
て

被
告
人
は
、
上
記
の
よ
う
な
予
見
を
し
て
い
た
上
、
上

記
陳
情
の
処
理
担
当
者
と
し
て
、
管
内
一
円
工
事
で
対
応

す
る
場
合
は
、
事
実
上
被
告
人
の
判
断
で
処
理
す
る
こ
と

が
可
能
で
あ
っ
て
、
本
件
高
さ
制
限
バ
ー
改
良
工
事
に
つ

い
て
、
ま
ず
は
工
事
監
督
員
に
指
示
を
依
頼
し
、
仮
に
同

工
事
の
実
施
に
不
都
合
が
あ
れ
ば
、
上
司
に
対
し
、
そ
の

経
緯
や
事
情
を
報
告
し
、
工
事
監
督
員
又
は
業
者
へ
の
指

示
を
促
す
な
ど
同
工
事
の
実
施
の
た
め
に
協
力
を
求
め
、

管
内
一
円
工
事
と
し
て
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
事
情

が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
一
本
工
事
に
よ
っ
て
対
応
す
る
た

め
に
上
司
に
そ
の
旨
上
申
す
る
な
ど
、
早
期
に
本
件
高
さ

制
限
バ
ー
を
改
良
す
る
工
事
を
実
施
す
る
た
め
の
方
策
を

講
じ
て
、
人
身
事
故
の
発
生
を
未
然
に
防
止
す
べ
き
業
務

上
の
注
意
義
務
を
負
っ
て
い
た
。

3

争
点
③
に
つ
い
て

被
告
人
は
、
こ
の
よ
う
な
業
務
上
の
注
音
堂
我
務
を
負
っ

て
い
た
上
、
上
司
か
ら
管
内
一
円
工
事
で
対
応
す
る
よ
う

指
示
を
受
け
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
本
件
高
さ
制
限

バ
ー
の
改
良
工
事
に
は
鉄
鋼
工
事
が
含
ま
れ
、
請
負
業
者

の
採
算
が
と
れ
な
い
こ
と
か
ら
工
事
を
指
示
し
て
も
断
ら

れ
、
又
は
請
負
業
者
と
の
間
で
紛
争
が
生
じ
る
可
能
性
が

あ
り
、
あ
る
い
は
他
に
優
先
順
位
の
高
い
工
事
が
あ
る
な

ど
と
し
て
、
工
事
監
督
員
に
管
内
一
円
工
事
の
業
者
に
指

示
の
依
頼
を
せ
ず
、
一
本
工
事
を
行
う
べ
き
か
に
つ
い
て



上
司
へ
の
上
申
を
し
な
い
ま
ま
、
本
件
高
さ
制
限
バ
ー
の

改
良
工
事
を
実
施
す
る
こ
と
な
く
放
置
し
、
注
意
義
務
を

尽
く
さ
な
か
っ
た
。

五

被
告
か
ら
の
控
訴
の
章
立
て
に
つ
い
て

被
告
は
、
上
記
第
一
審
の
判
決
に
不
服
が
あ
る
と
し
て

控
訴
の
申
立
て
を
行
っ
た
が
、
そ
の
趣
意
は
以
下
の
と
お

り
で
あ
る
。

①

本
件
事
故
の
原
因
は
、
法
令
を
著
し
く
違
反
し
た

普
通
貨
物
自
動
車
の
運
転
者
の
無
謀
運
転
に
あ
り
、

そ
の
無
謀
さ
は
被
告
人
の
予
見
を
著
し
く
上
回
る
も

の
で
あ
っ
た

②

被
告
人
に
は
、
普
通
貨
物
自
動
車
の
運
転
者
の
よ

う
な
無
謀
運
転
を
す
る
者
が
出
現
す
る
こ
と
ま
で
を

予
見
し
て
事
故
発
生
を
防
止
す
べ
き
注
意
義
務
は
な

か
っ
た
。

③

被
告
人
は
、
結
果
回
避
義
務
を
尽
く
し
て
い
た
。

し
た
が
っ
て
、
被
告
人
は
無
曲
非
で
あ
る
か
ら
、
原
判
決

に
は
判
決
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
明
ら
か
な
事
実
誤
認

が
あ
る
。

穴

第
二
審
(高
裁
)
の
判
断

ー

争
点
①
に
つ
い
て

本
件
の
結
果
発
生
に
つ
い
て
の
被
告
人
の
認
識
等
に
つ

き
検
討
す
る
と
、
こ
の
点
に
関
す
る
原
判
決
の
判
断
は
、

正
当
と
し
て
こ
れ
を
是
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

2

争
点
②
に
つ
い
て

確
か
に
、
被
告
人
は
、
陳
情
処
理
担
当
者
と
し
て
本
件

高
さ
制
限
バ
ー
の
改
良
を
求
め
る
陳
情
の
処
理
を
担
当

し
、
上
司
か
ら
管
内
一
円
工
事
で
対
応
す
る
よ
う
に
指
示

を
受
け
て
い
た
の
で
あ
る
か
ら
、
ま
ず
は
自
ら
請
負
業
者

に
工
事
の
指
示
を
出
し
、
あ
る
い
は
他
の
工
事
監
督
員
に

指
示
を
依
頼
し
、
仮
に
同
工
事
の
実
施
に
不
都
合
が
あ
れ

ば
、
上
司
に
対
し
、
そ
の
経
緯
や
事
情
を
報
告
し
て
対
応

の
検
討
を
促
し
、
被
告
人
に
お
い
て
一
本
工
事
で
対
応
す

る
こ
と
が
必
要
と
判
断
し
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
旨

を
上
司
に
相
談
す
る
と
い
う
職
責
を
負
っ
て
い
た
と
い
う

べ
き
で
あ
る
。
そ
し
て
、
本
件
の
場
合
、
も
し
被
告
人
が

早
期
に
本
件
高
さ
制
限
バ
ー
の
改
良
工
事
を
実
施
す
る
た

め
の
方
策
を
講
じ
て
本
件
事
故
発
生
前
に
改
良
工
事
を
完

了
さ
せ
て
い
れ
ば
、
本
件
事
故
は
起
き
な
か
っ
た
と
考
え

ら
れ
る
。

し
か
し
、
被
告
人
の
上
記
職
責
が
本
件
業
務
上
過
失
致

死
罪
に
お
け
る
注
意
義
務
と
し
て
認
め
ら
れ
る
か
に
つ
い

て
は
、
な
お
検
討
が
必
要
で
あ
る
。

所
論
も
指
摘
す
る
と
お
り
、
道
路
及
び
道
路
施
設
は
、

そ
の
性
質
上
、
想
定
で
き
る
す
べ
て
の
事
故
を
防
止
で
き

る
完
全
無
欠
の
安
全
性
の
具
備
を
要
求
さ
れ
る
も
の
で
は

な
い
。
す
な
わ
ち
、
当
該
道
路
の
位
置
、
利
用
実
態
等
の

道
路
状
況
に
応
じ
、
こ
れ
ら
を
利
用
す
る
者
の
常
識
的
で

秩
序
あ
る
利
用
方
法
を
あ
る
程
度
期
待
で
き
る
こ
と
を
想

定
し
、
こ
れ
ら
を
前
提
と
し
て
通
常
有
す
べ
き
安
全
性
を

備
え
て
い
れ
ば
足
り
る
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
そ
う
で
あ

る
以
上
、
上
記
の
よ
う
な
想
定
を
超
え
る
行
動
に
よ
り
事

故
が
発
生
し
た
こ
と
を
も
っ
て
道
路
施
設
等
が
安
全
性
を

欠
い
て
い
る
と
は
い
え
な
い
。
も
っ
と
も
、
道
路
施
設
等

が
そ
の
具
備
す
べ
き
安
全
性
を
一
応
備
え
て
い
る
と
い
え

る
場
合
で
も
、
よ
り
安
全
性
や
利
便
性
を
高
め
る
た
め
に

改
良
を
施
す
こ
と
は
あ
り
得
る
の
で
あ
り
、
そ
う
し
た
工

事
に
よ
り
事
故
発
生
を
防
止
し
得
る
こ
と
が
あ
る
の
は
多

言
を
要
し
な
い
。
た
だ
、
こ
の
よ
う
な
場
合
、
そ
う
し
た

工
事
が
行
わ
れ
ず
に
事
故
が
発
生
し
た
と
し
て
も
、
そ
の

こ
と
に
よ
っ
て
当
該
施
設
が
安
全
性
を
欠
い
た
危
険
な
も

と
と
は
い
え
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
道
路
管
理
者
が
事
故

発
生
を
防
止
す
る
た
め
に
必
要
な
措
置
を
講
じ
な
か
っ
た

と
評
す
る
の
は
相
当
で
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
本
件
高

さ
制
限
バ
ー
に
高
さ
制
限
を
超
え
る
車
両
が
衝
突
し
て
人

身
事
故
が
生
ず
る
お
そ
れ
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
本
件
高

さ
制
限
バ
ー
が
通
常
有
す
べ
き
安
全
性
を
欠
い
て
い
た
と

認
め
ら
れ
な
い
限
り
、
道
路
管
理
者
に
お
い
て
、
改
良
工

事
を
行
う
な
ど
し
て
危
険
防
止
の
措
置
を
講
ず
る
義
務
が

あ
っ
た
と
は
い
え
な
い
。

そ
こ
で
検
討
す
る
と
、
本
件
高
さ
制
限
バ
ー
に
高
さ
制

限
を
超
え
る
車
両
が
衝
突
し
て
人
身
事
故
を
生
ず
る
お
そ

れ
が
あ
っ
た
と
認
め
ら
れ
る
も
の
の
、
本
件
ト
ン
ネ
ル
に

は
、
高
さ
制
限
二
･
八
m
の
交
通
規
制
が
設
定
さ
れ
て
お

り
、
こ
れ
を
運
転
者
が
遵
守
し
さ
え
す
れ
ば
本
件
事
故
が

起
き
る
余
地
は
な
か
っ
た
。
ま
た
、
関
係
証
拠
を
子
細
に



検
討
し
て
も
、
本
件
事
故
現
場
付
近
に
お
い
て
、
上
記
高

高
さ
制
限
バ
ー
に
つ
き
、
よ
り
安
全
性
を
高
め
る
た
め
の

参
考
条
文

さ
制
限
の
遵
守
を
期
待
す
る
こ
と
が
困
難
な
状
況
が
あ
っ

も
の
と
み
る
ほ
か
な
く
、
そ
の
よ
う
な
工
事
の
実
施
に
関

刑
法

た
と
認
め
る
に
足
り
る
証
拠
は
な
く
、
か
え
っ
て
、
本
件

ト
ン
ネ
ル
を
通
る
市
道
は
、
抜
け
道
と
し
て
利
用
さ
れ
て

い
た
も
の
の
、
基
本
的
に
は
付
近
住
民
の
生
活
道
路
と
い

っ
て
よ
い
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
、
本
件
ト
ン
ネ
ル
西
側
入

口
の
手
前
約
一
三
0
m
の
地
点
及
び
本
件
高
さ
制
限
バ
ー

に
は
上
記
高
さ
制
限
が
あ
る
旨
を
示
す
道
路
標
識
等
が
設

置
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
所
轄
警
察
署
で
保
管
さ
れ
て
い
た

物
件
事
故
報
告
書
に
記
載
さ
れ
て
い
る
本
件
事
故
発
生
前

の
約
四
年
二

か
月
間
に
発
生
し
た
本
件
高
さ
制
限
バ
ー

に
車
両
が
衝
突
す
る
事
故
は
五
件
で
あ
る
こ
と
な
ど
が
認

め
ら
れ
、
こ
れ
ら
を
総
合
す
る
と
、
本
件
ト
ン
ネ
ル
を
利

用
す
る
車
両
は
、
通
常
は
前
述
高
さ
制
限
を
遵
守
す
る
も

の
と
期
待
し
て
よ
い
状
況
に
あ
っ
た
と
認
め
ら
れ
る
。
こ

の
よ
う
な
本
件
市
道
の
位
置
、
そ
の
利
用
実
態
、
本
件
卜

も
の
と
み
る
ほ
か
な
く
、
そ
の
よ
う
な
工
事
の
実
施
に
関

し
、被
告
人
が
前
述
職
責
を
負
っ
て
い
た
か
ら
と
い
っ
て
、

こ
れ
が
本
件
業
務
上
過
失
致
死
罪
に
お
け
る
注
意
義
務
を

構
成
す
る
も
の
と
は
い
え
な
い
。

3

争
点
③
に
つ
い
て

以
上
に
よ
れ
ば
、
本
件
事
故
に
よ
り
歩
行
者
が
死
亡
す

る
と
い
う
重
大
な
結
果
が
生
じ
て
お
り
、
本
件
高
さ
制
限

バ
ー
が
車
両
の
積
載
物
を
歩
道
の
あ
る
左
側
に
転
落
さ
せ

た
一
因
で
あ
っ
た
こ
と
も
事
実
で
あ
る
が
、被
告
人
に
は
、

原
判
決
が
判
示
す
る
よ
う
な
業
務
上
の
注
意
義
務
は
な

く
、
こ
れ
を
認
め
た
原
判
断
に
は
誤
り
が
あ
る
と
い
わ
ざ

る
を
得
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
結
果
回
避
義
務
違
反
の
有

無
に
つ
い
て
論
ず
る
ま
で
も
な
く
、
被
告
人
に
は
過
失
責

任
を
負
う
べ
き
理
由
は
な
い
。

刑
法

第
二
百
十
一条

(業
務
上
過
失
致
死
傷
等
)

業
務
上
必
要
な
注
意
を
怠
り
、
よ
っ
て
人
を
死
傷
さ

せ
た
者
は
、
五
年
以
下
の
懲
役
若
し
く
は
禁
錮
又
は
百

万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。
重
大
な
過
失
に
よ
り
人

を
死
傷
さ
せ
た
者
も
、
同
様
と
す
る
。

2

略

刑
事
訴
訟
法

第
三
百
三
十
六
条

被
告
事
件
が
罪
と
な
ら
な
い
と
き
、
又
は
被
告
事
件

に
つ
い
て
犯
罪
の
証
明
が
な
い
と
き
は
、
判
決
で
鑑
霊
非

の
言
渡
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ン
ネ
ル
及
び
本
件
高
さ
制
限
バ
ー
の
構
造
、
交
通
規
制
を

示
す
道
路
標
識
等
の
設
置
状
況
と
い
っ
た
諸
般
の
事
情
の

ほ
か
、
本
件
高
さ
制
限
バ
ー
の
設
置
目
的
等
を
併
せ
考
慮

す
る
と
、
本
件
高
さ
制
限
バ
ー
が
通
常
有
す
べ
き
安
全
性

を
欠
い
て
い
た
と
認
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
結
局
、
本

件
の
事
実
関
係
の
下
で
は
、
道
路
管
理
者
に
お
い
て
、
本

件
高
さ
制
限
バ
ー
の
改
良
工
事
を
行
う
な
ど
し
て
危
険
防

止
の
措
置
を
講
ず
べ
き
義
務
が
あ
っ
た
と
は
い
え
な
い
こ

と
に
な
る
。
そ
う
す
る
と
、
本
件
で
予
定
さ
れ
て
い
た
改

良
工
事
は
、
通
常
有
す
べ
き
安
全
性
を
備
え
て
い
た
本
件

4

結
論
及
び
自
判

以
上
の
と
お
り
で
あ
っ
て
、
被
告
人
に
過
失
が
あ
る
と

し
て
業
務
上
過
失
致
死
罪
の
成
立
を
認
め
た
原
判
決
に

は
、
判
決
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
の
明
ら
か
な
事
実
の
誤

認
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
。

前
述
の
と
お
り
、
被
告
人
に
は
本
件
事
故
に
つ
き
過
失

は
な
く
、
結
局
本
件
公
訴
事
実
に
つ
い
て
は
犯
罪
の
証
明

が
な
い
こ
と
に
帰
す
る
か
ら
、
刑
訴
法
三
三
六
条
後
段
に

よ
り
被
告
人
に
対
し
無
罪
の
言
渡
し
を
す
る
。




